
  

          日 時      令和６年 8月7日（水） 19 :00～20 :30 
      場 所   etto 宮島交流館
      担 当   環境産業常任委員会



異常気象・自然災害  ➡ 地球温暖化防止 

 2015（平成27年）年のCOP21のパリ協定で世界共通の長期目標の２つを合意

  

  １「世界的な平均気温上昇を産業革命以前に比べて２℃より十分

    低く保ち、1.5℃に抑える努力をする」

  ２「できる限り早く世界の温室効果ガス排出量をピークアウトし、 

    21世紀後半には、温室効果ガス排出量と吸収 量のバランスを 

    とる」



2020（R2）年10月、政府は2050年までに温室効果ガスの排出を
全体としてゼロにする「カーボンニュートラル」を目指すこと

を宣言
「排出を全体としてゼロ」とは、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」から、植林、

森林管理などによる「吸収量」を差し引いて、合計を実質的にゼロにすることを意味します。

  2022（R4）年6月定例会で、市長は、市民、事業者、行政の「オール
はつかいち」で「2050年カーボンニュートラル」を目指す「ゼロカー
ボンシティ」に挑戦することを宣言。
  また、2023（R5年）年 ４月には持続可能な観光地を目指す環境省の
「ゼロカーボンパーク」に宮島が登録されました。 



廿日市市 地球温暖化対策実行計画を策定

二酸化炭素排出量の削減に関する施策の基本方針

2024（R6)年 3月



市の二酸化炭素排出量の推移と現状



年度別二酸化炭素排出量削減目標



どうやって減らすの？

① 社会情勢の変化による削減
② 施策の推進による削減
③ 森林吸収によるオフセット 





②施策の推進 重点的な取り組み



１）地域新電力会社の設立
   卒 FIT 電源の域内利用の推進、電力排出係数の低減 等 



２）再生可能エネルギーの導入





３）省エネ対策
省エネ機器や高断熱・高気密の建物、二酸化炭素排出量の少ない自動車の導入 等



３）省エネ対策
ゴミの減量化・リサイクルの推進



４）森林整備等による吸収源の確保







2023（R５）年 4月20日
瀬戸内海国立公園（宮島） 

環境省のゼロカーボンパークへ登録

  
国立公園において先行して脱炭素化に取り組むエリアを

「ゼロカーボンパーク」として推進している。





ゼロカーボンパーク 登録選定条件



宮島 ゼロカーボンパークの取組み
Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 備考

建物の省エネ化の支援 →住宅用導入促進補助 ○ ○

→事業所用設備導入促進補助 ○ ○

EVの導入及び支援 →電気自動車等導入促進補助 ○ ○

→グリーンスローモビリティの実
証試験

→民間事業者による事業化の検討
 グリスロ導入検討業務

→民間事業者と連携したＥＶ充電
器の設置の検討

脱プラの推進→支援 →ウォーターサーバーの設置
（おもてなしトイレ、杜の宿）

→マイボトルの普及
→民間事業者による設置の拡大

普及啓発 →ＥＶの普及とＥＶを活用した普
及啓発

→環境フェスタの実施 ○
環境フェスタの開催

○

宮島ゼロカーボンパークに関する
普及啓発業務

再エネの導入の検討 →PPA電力の導入
→技術革新（景観への影響がないタイプの
もの）

公共施設の省エネ化 →新築→建替→改修のタイミングで実施

ゴミの再資源化 →ゴミの再資源化、食品ロスの軽減



乗車場所

【目的】 ：  環境への負荷が少ない乗り物を活用した、新た
な観光アクティビティとしての可能性を検討す
るために実施。

【使用車両】： YAMAHA：ＡＲ-０４（４人乗り）
              ＡＲ-０７（７人乗り）
  4人乗り：（全長3,151mm／全幅 1,354mm／全高 1,837mm）
  7人乗り：（全長3,995mm／全幅 1,354mm／全高 1,837mm）
  充電時間（8～12時間） 
  リチウムイオン電池73V×113Ah（AR-04,07とも）
  走行距離（40～60ｋｍ ※ 気温、走行条件による） 

②海のコース
片道 約６.5km

③山のコース
片道 約6.5km

①歴史のコース

定員：６人、※は３人

【運行日】： 12/11～1/24
      （20日間（1日2回）計40回実施）
         歴史コース 20回 
         海 コース 15回
                             山 コース     5回

【料金】 ： 無料
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⑩－1) 宮島でのグリスロの実証試験について －実証試験の概要②－



⑪ ゼロカーボンパーク宮島での取組イメージ

・ゼロカーボンは、地域（観光業）の土台として関係者が一体となって取組む事項
・行政、宮島の事業者、観光客含め、宮島の関係者がそれぞれが出来ることを実行。

文化・自然

ゼロカーボン

観光業

地域
地域

の土台

共通の目標 関係者（例） 役割・努力目標（例）

行政 ●宮島で実施できるゼロカーボンの取組を推進・支援
・建物の省エネ化の支援
・EVの導入及び支援（グリスロ実証試験含む）
・脱プラの推進・支援（ウォーターサーバーの設置）
・公共施設の省エネ化
・普及啓発
・再エネの導入の検討
・ゴミの再資源化

ホテル事業者 ●建物の省エネ化、可能な範囲での地産地消実施、アメニ
ティ類のエコ化、ゴミの減量、食品ロスの軽減、脱プラの推
進

商店街・飲食店 ●脱プラの推進、省エネ化、ゴミの減量、食品ロスの軽減、
可能な範囲での地産地消

コミュニティ ●ゼロカーボンへの理解。可能な範囲での取組。

交通事業者 ●CO2の排出が少ない（環境負荷の少ない）乗物へ更新

アクティビティ事
業者

●法令遵守、文化財・自然に配慮したアクティビティの展開、
清掃活動の実施等による資源保全への還元。

●エコツー・アドベンチャーツーリズム

観光客 ●地域に負担をかけない
（マイボトル、ゴミの削減、管理負担の大きい山間部のトイ
レはなるべく使用しない・・）

観光業
の土台

地
域
を
支
援

【例】
目標とされる観
光地を目指す！

【観光施策】



議長から市長へ申し入れ（R5年9月28日）
環境産業常任委員会での所管事務調査の後、次の点を申し入れました。

①ゼロカーボンシティ宣言や宮島がゼロカーボンパークに登録された件に
ついては、市民や事業者の協力なしには達成できない。ゼロカーボンパーク
については、環境省の制度や登録後の取組みと目的などについて、宮島町
内の住民及び事業者へ丁寧な説明を行うこと。

②ペットボトルの投げ捨て防止や、弥山トイレの使用について観光客への
具体的な説明と対策を行い、協力を得ること。

③EV自動車の利用促進を図るため、事業者が行う充電設備設置について、
許認可申請などの手続きなど市が協力してスムーズに設置できるよう、調
査・調整を行うこと。



ご清聴 ありがとうございました。


